
平成３０年７月豪雨による出水の概要
≪第４報 ７月２３日 １２時 時点≫

国土交通省 北陸地方整備局 河川部

※数値は速報値ですので今後の精査等により変更する場合があります。



《御母衣》
7日の日降水量(330.5mm)
及び7日14時までの48h雨
量(501.5mm)で過去最大を
記録

気象概要

6月29日9時に日本の南海上で発生した台風第７号は、強い勢力で東シナ海を北上、7月3日夜には対馬付近を通過し、日本海を北東に
進んだ。台風は4日には日本海中部で温帯低気圧に変わったが、この低気圧からのびる前線が8日にかけて本州付近に停滞、南から温
かく湿った空気が流れ込み、活動が活発化した。これにより、北日本から西日本にかけて広い範囲で非常に激しい雨が降り、記録的な大
雨となった。

7月4日18時～6日18時 48h雨量 7月5日18時～7日18時 48h雨量
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白山河内（石川県白山市）
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猪谷（富山県富山市）
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御母衣（岐阜県大野郡白川村）

7月4日0時～7日10時 総雨量
はくさんかわち

いのたに

みぼろ

《白山河内》
6日21時までの48h雨
量(346.5mm)で過去最
大を記録

《猪谷》
6日24時までの48h雨
量(279.0mm)で過去
最大を記録

1《 提供：新潟地方気象台 》

●猪谷

●御母衣

●白山河内●猪谷
●白山河内

●御母衣



出水概要

北陸地方整備局管内の国管理河川において、２水系２河川で『避難判断水位』を、６水系６河川において『氾濫注意水位』を越え
る出水となった。

■国管理河川の出水状況（基準水位超過観測所一覧）

梯川水系梯川
埴田観測所

神通川水系神通川
大沢野大橋観測所

■国管理河川の出水状況（管内図）所在地

長野県松本市安曇

長野県安曇野市高家字寺村3023-2

長野県安曇野市明科南陸郷
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富山県高岡市長江

石川県白山市鶴来大国町
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石川県小松市丸の内町
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活動時間 出動延人数 主な活動内容

７/５
約２時間

２４名 積み土のう工（1,400袋）

７/５
約５時間

１２名 釜段工（450袋）

平成30年7月4～6日前線の影響に伴う豪雨に際し、市内では１時間雨量32㎜を観測する豪雨により急速に水位上昇（１時間に
77cm）し、避難判断水位を超える危険な状況の中、梯川左岸10.0k付近荒木田町で漏水が発生したため、金沢河川国道事務所
では釜段工を実施した。また、梯川7.6k付近上下流100mにおいて、越水に備え堤防上の積み土のう工を実施し、被害の軽減に
寄与した。

○概 要

水防活動実施箇所
地図

梯川左岸（佐々木町）
積み土のう工

梯川左岸（佐々木町）
積み土のう工

土のう２段積み

断面図

3
梯川左岸（荒木田町）

釜段工
梯川左岸（荒木田町）

釜段工

釜段工

釜段工
450袋設置

積み土のう工
1,400袋設置

水防活動 （金沢河川国道事務所・平成30年7月豪雨）



■神通川は、全国有数の急流河川であり、平成１６年１０月出水でも、富山市塩地先で河岸侵食が発生するなどの被害が発生。現
在、計画的に急流河川対策（護岸整備）を整備中。
■平成３０年７月豪雨では、神通大橋観測所において、観測史上第２位となる水位を記録する出水となったが、急流河川対策（護

岸整備）を実施した箇所では河岸の侵食等は生じていない。

■神通大橋水位観測所

順位 年月日 水位（m）

1 平成16年10月21日 8.33

2 平成30年7月6日（今回） 7.22

3 昭和58年9月28日 7.10

神通川大橋の状況（平成30年7月6日）

■河岸の侵食状況

■河川の河床勾配図

■急流河川対策（護岸整備）による効果

平時の神通川大橋の状況

護岸整備の効果により
被災、河岸の侵食は見られない

護岸未整備のために河岸が侵食

神通川 河川改修事業の効果 急流河川対策により河岸侵食を防止
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L8.8k付近（平成30年7月8日）

R19.8k付近（平成30年7月9日）



日本海

神通川流域

大坪用水堰

改築前（固定堰） 改築後（可動堰）

平常時平常時

出水時（今回洪水）

◎
◎

◎
◎14.0km 14.0km

◎

◎
◎

◎

◎
◎

杉原橋水位・流量観測所
●

国管理区間

現地状況

井田川 出水時（平成2年9月洪水）

固定堰によるせき上げ

水位が堤防天端
付近に迫っている

【井田川：14.4k付近】

▼ 今回洪水の水位 63.74m（計算値）

最大約1.3mの水位低減効果改築に伴う
河川改修

（堤防の嵩上げ）

改築に伴う
河川改修
（堤防の
嵩上げ）

▼ 改築しなかった場合の水位 65.06m（計算値）

改築に伴う
河道掘削

堰改築・河川改修の効果（14.4k付近）

出水状況 井田川左岸14.0k付近（杉原橋観測所）

平常時 出水時

位置図

※本資料の数値等は速報値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。
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■井田川では、洪水被害の防止・軽減を目的に平成１４年から特定構造物改築事業を順次整備中。
■平成３０年７月豪雨では、これまで行ってきた改築事業により、富山市八尾町福島地区（14.4km地点）では、

最大約１．３ｍの水位低減が図られた。

おおつぼ

神通川水系井田川 河川改修事業の効果 （大坪用水堰改築事業）



南郷大橋の状況（平成30年7月6日）

■河岸の侵食状況

■河川の河床勾配図

■急流河川対策（護岸整備）による効果

平時の南郷大橋の状況

庄川 河川改修事業の効果 急流河川対策により河岸侵食を防止
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急流河川対策（護岸整備）実施前 （R18.9k付近）

急流河川対策（護岸整備）実施後 （R18.9k付近）

護岸未整備のために河岸が侵食

L 21.4k付近（平成30年7月9日）

平成30年3月撮影

河岸侵食（平成28年9月撮影）

護岸整備の効果により
被災、河岸の侵食は
見られない

平成30年7月9日撮影

大門水位観測所

順位 年月日 水位（m）

1 平成16年10月21日 7.69

2 平成30年7月7日（今回） 6.93

3 平成29年10月23日 6.79

■庄川は、全国有数の急流河川であり、平成２８年９月出水でも、砺波市頼成地先で河岸侵食が発生するなどの被害が発生。現
在、計画的に急流河川対策（護岸整備）を整備中。
■平成３０年７月豪雨では、大門観測所において、観測史上第２位となる水位を記録する出水となったが、急流河川対策（護岸整

備）を実施した箇所では河岸の侵食等は生じていない。

らんじょう



引堤・河道掘削の効果（34.2k付近）
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御手洗川

整備前の堤防

引堤
（右岸側）

引堤
（左岸側）

つざわ

整備前の川幅：約85m

河川整備によって広がった川幅：約135m（約1.5倍）

引堤整備後
（現在）

左岸堤防高
T.P.45.95m

引堤

引堤しなかった場合の水位 44.14m （計算値）

今回洪水の水位 41.57m （計算値）

旧堤

富山県

岐阜県

長野県
石川県

新潟県

小矢部川流域

津沢水位観測所

東西原雨量観測所

右岸堤防高
T.P.47.54m

※本資料の数値等は速報値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。

位置図

【小矢部川：34.2k付近】

現地状況

出水状況 小矢部川左岸33.0k付近
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最大約2.6mの水位低減効果

小矢部川 河川改修事業の効果 引堤による水位の低減（津沢地区引堤事業）

■小矢部川では、洪水被害の防止・軽減を目的に昭和５７年から川幅を広げる引堤事業を順次整備中。
■平成３０年７月豪雨では、これまで行ってきた引堤事業により、小矢部市津沢地区（34.2km地点）では、約2.6m

の水位低減が図られた。

平常時 出水時



いするぎ

左岸堤防高
T.P.29.18m

右岸堤防高
T.P.29.02m

引堤

整備前の川幅：約125m

河川整備によって広がった川幅：約170m（約1.4倍）

引堤しなかった場合の水位 25.02（計算値）

今回洪水の水位 24.85 （計算値）

引堤整備後
（現在）

旧堤

富山県

岐阜県

長野県
石川県

新潟県

小矢部川流域

石動水位観測所

東西原雨量観測所

引堤の効果（26.0k付近）

位置図

現地状況

出水状況 小矢部川左岸25.4k付近

平常時 出水時

最大約17cmの水位低減効果

※本資料の数値等は速報値であるため、
今後の調査で変わる可能性があります。
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【小矢部川：26.0k付近】

小矢部川 河川改修事業の効果 引堤による水位の低減（石動地区）

■小矢部川では、洪水被害の防止・軽減を目的に昭和２９年から川幅を広げる引堤事業を順次整備中。
■平成３０年７月豪雨では、これまで行ってきた引堤事業により、小矢部市石動地区（25.4km地点）では、約17cm

の水位低減が図られた。

25.0k

25.0k

26.0k

26.0k

引堤
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三井アウトレットパーク北陸小矢部
（H27開業）



：H30.7.5 雨水浸水

：H16.10.21 雨水浸水

※ 雨水浸水とは、本川（梯川）の水位が高い時に堤防内側の雨水が排水できず、周辺で湛水する現象

：H16当時 堤防完成箇所

：H30現在 堤防完成箇所

：事業実施中の箇所

：浸水区域が減少した箇所

■平成１６年１０月洪水では、梯川に合流する水路から梯川への排水が困難となり雨水浸水が白江大橋から上流において約50haの区域において発生。
■梯川で実施している引堤等の効果発現により、梯川の水位が約1.0m低下し、支川の流れを本川に合流させやすく出来たことから、今回の出水では、

同規模の出水であった平成１６年１０月の洪水と比較し、内水による浸水面積を約８割減少。

0

50

100

150

200

250

H16.10.20 H30.7.5

浸
水
面
積

(m
2
)

約238

約50

浸水面積(ha)流量(m3/sec)

440 400

総雨量(mm)

157 161

浸水面積 約８割減少

H16.10.20～21 H30.7.4～5

「平成16年10月洪水」と「平成30年7月豪雨」の比較

同規模 同規模

事業実施中

一部区間を除き引堤が概成

分水路整備

分水路整備

事業実施後（H29.11）事業実施前（H13.7）

輪中堤

分水路

小松大橋小松大橋

小松
天満宮

小松
天満宮

平成29年秋に分水路完成

引堤（5.4k付近）

引
堤 旧堤撤去

（H24完了）

堤防整備後
（H30.7現在）

河道掘削
（H27完了）

広がった川幅：約120m（1.5倍）

以前の川幅：約80m

5.4k

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

梯川 河川改修事業の効果 引堤による水位の低減
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排水機場排水量
木場潟水位（実績）
御幸橋水位（実績）
前川・木場潟HWL
ポンプ稼働水位

計画高水位 T.P.1.80m

7/4 7/5 7/6

前川排水ポンプ場稼働（7/5 0：46 ～ 7/6 10：00）

ポンプ稼働水位 T.P.0.65m

■前川ならびに木場潟の自然排水が困難となったため、前川排水ポンプ場（最大能力62m3/s）の運転を実施。
■今回洪水における総排水量は約730万m3であり、これは木場潟の平時の湛水量の６倍に相当。
■前川排水ポンプ場が存在しなかった場合、木場潟周辺一帯で浸水面積930haという甚大な被害が発生。

＜前川排水ポンプ場が存在しなかった場合の浸水想定被害＞ ＜前川排水ポンプ機場の稼働状況＞

総被害額（億円） 1,065

被災人口（人） 12,192

床上浸水戸数（戸） 2,178

床下浸水戸数（戸） 2,440

浸水想定
総面積930ha

今回洪水では公園内
の浸水で収まった

 凡   例 
浸水した場合に想定される水深（ランク別） 

0.5m未満の区域

0.5～1.0ｍ未満の区域 

1.0～2.0ｍ未満の区域 

2.0～5.0ｍ未満の区域

5.0ｍ以上の区域 

B

B’

木場潟

小松（気）
雨量観測所

浸水水位 T.P.+2.3m

B’B

横断図（B-B’)

HWL T.P.1.80m

前川

梯川梯川

想定被害

②こまつドーム ：約12個分
※589,000m3/施設

③木場潟 ：約6杯分
※有効貯水容量

1,300,000m3

今回洪水における総排水量7,300,000m3の量を例えると
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小松(気象台)時間雨量(mm)
小松(気象台)累加雨量(mm)

199.5 144 

0
100
200
300

H25.7.29
日雨量

H30.7.5
日雨量

※データは7/6 10時までで整理（排水ポンプ場は7/8 9:47まで稼働）

前川排水ポンプ場

前川排水ポンプ場

前川 梯川

木場潟公園内の浸水状況

前川
排水機場

運転時間※ 総排水量 備考

7/5 0：46～ 7/6 10：00 33時間14分 7,300×103m3 操作記録による

①25mプール：約26,500杯分
※275m3/杯

（縦25m×横11m×水深1m）

梯川水系前川 河川改修事業の効果 （前川排水ポンプ場）
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信濃川水系高瀬川 ダム事業の効果 （大町ダム）

■平成３０年７月豪雨では、大町ダムにおいて最大流入量約３１４m3/sを観測。

■大町ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の安曇野市（大出橋水位観測所）において水位を約１５cm低
減（推測値）。

＜本数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります＞

高瀬川の水位の状況 大出橋水位観測所地点

ダムがなかった場合の
想定水位： 4.93m 実績水位： 4.78m

最高水位5日1:20
EL=883.11m

防災操作開始
EL=880.05m

大出橋水位観測所付近大町ダム貯水状況

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約210万m3

0
2
4
6
8

10
12
14

水
位

[m
]

大町ダムなし試算水位4.93m

実績水位：4.78m

0.15mの水位低減効果

大町ダム

大出橋水位
観測所

あ ず み の おおいでばし

位置図

855.00

865.00

875.00

885.00

0

100

200

300
流入量ｍ3/s
全放流量ｍ3/s
貯水位ｍ

0.0

50.0

100.0
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200.0

250.0

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0

時 間 雨 量

(流域平均)mm
累計雨 量

(流域平均)mm

大町ダムの防災操作

時
間
雨
量
(
m
m
)

累
計
雨
量
(
m
m
)

貯
水
位
(
m
)

流
入
量
・
放
流
量
（
m
３
/
s）

4
日 5
日

6
日

7/5 17:50～7/6 2:20
流域総雨量 245.3mm（ダム流域平均）

ダムに流れ込む水を貯め、急
激な川の増水を抑えました。 洪水調節

実施

7
日

11

下流の増水をピーク時で
約97m3/s抑えました。



■大町ダム上流域では、７月４日１２時から６日３時にかけて、ダム管理開始以降最大となる累加雨量約２４５mmを観測。

■既設の大町ダムでは、約210万m3の洪水を貯留し、ダムから下流への流下量を約３０％低減する効果があったと推定される。

■東京電力HDの高瀬ダム、七倉ダムにおいても、流入量の一部を貯留しており、洪水流量の低減に寄与していたと考えられる。

■現在、高瀬ダム、七倉ダムは洪水を貯留する目的を有していませんが、大町ダム等再編事業では３つのダム合計で
約３２００万m3（２５ｍプール約１１万杯分）の洪水調節容量を確保し、操作ルールを見直すことにより安全度向上を図る計画。

■「大町ダム等再編事業」が完了していた場合には、大町ダム、高瀬ダム、七倉ダムの３ダム合計で、ダムから下流への流下量を
約９０％低減し、下流の陸郷地点で約５０ｃｍ水位を下げる効果があったと推定され、ダム下流の更なる安全への効果が期待。

位置図

陸郷地点における水位低減効果

＜本数値は、速報値であるため変更となる可能性があります。＞

【実績】既設の大町ダムの効果 【推定】大町ダム等再編事業完了後の効果

再編後

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

500

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

7
/4

01
時

7
/4

04
時

7
/4

07
時

7
/4

10
時

7
/4

13
時

7
/4

16
時

7
/4

19
時

7
/4

22
時

7
/5

01
時

7
/5

04
時

7
/5

07
時

7
/5

10
時

7
/5

13
時

7
/5

16
時

7
/5

19
時

7
/5

22
時

7
/6

01
時

7
/6

04
時

7
/6

07
時

7
/6

10
時

7
/6

13
時

7
/6

16
時

7
/6

19
時

7
/6

22
時

大町ダム流域平均雨量(mm) 大町ダム再編後流入量(m3/s) 大町ダム再編後放流量(m3/s)

雨量

（mm)
流量

（m3/s)

平成30年7月4～6日 大町ダム【再編後】 （流入量・放流量）
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大町ダム流域平均雨量(mm) 大町ダム流入量(m3/s) 大町ダム放流量(m3/s)

雨量

（mm)
流量

（m3/s)

平成30年7月4～6日 大町ダム （流入量・放流量、大町ダム流域雨量）

流下量を
約97㎥/s低減

約210万m3を貯留 流下量を
約287㎥/s低減約770万m3を貯留

約２１０万m3の洪水を貯留
（２５ｍプールで約７，０００杯分）

３ダム合計で約９２０万m3を貯留
大町ダム：約７７０万m3貯留
高瀬・七倉ダム：約１５０万㎥貯留

（ ２５ｍプールで約３０，７００杯分）

【参考】25mプール１杯分の容量は、300m3として計算

（長さ25m×幅10m×水深1.2m）

※洪水調節容量2,000万m3のうち210万m3を活用 ※洪水調節容量3,200万m3のうち920万m3を活用

H30.7洪水 観測値 4.2m

「大町ダム等再編事業」が完了していた
場合、さらに約４０ｃｍ水位を下げ、
合計５０cmの水位低減効果があったと推定

約４０cm低減

約１０cm低減

既設の大町ダムにより約１０ｃｍ水
位を下げる効果があったと推定

拡大図

たか せ

なな くら

た
か

せ

が
わ

さ
い

が
わ

陸郷

信濃川水系高瀬川 「大町ダム等再編事業」に期待される効果
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■平成３０年７月豪雨により、黒部ダムから宇奈月ダムの流域では７月４日１時から７月６日１時にかけて総雨量が２３４.３ｍｍ
（時間最大１６.４ｍｍ）を記録し、宇奈月ダムへの最大流入量は９３９m3/s（７月５日１７時５３分）に到達。

■宇奈月ダムでは、水量を減らして下流に放流する防災操作（洪水調整）を行い、ダムに水を貯め込むことにより、下流河川の水
位を最大で約３０ｃｍ低減。

宇奈月ダム

愛本
（13.4km)

位置図

ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

宇奈月ダムの貯水状況
愛本観測所付近
（7/5 18:30頃 水位：128.64m）

宇奈月ダムの防災操作
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下流の増水をピーク時で
約122m3/s抑えました。

（7/4） （7/5） （7/6）

黒部川の流量の状況 愛本観測所地点

約３０ｃmの水位低減

ダムが無い場合の
想定水位： 標高 128.95 ｍ

実績最高水位：標高 128.64 ｍ

水防団待機流量：550m3/s
(水位127.60m)

氾濫注意流量：700m3/s
(水位128.08ｍ)

避難判断流量：1600m3/s
(水位130.24ｍ)

氾濫危険流量：2500m3/s
(水位131.84m)

計画高水流量：6500m3/s

貯留時の最高水位
標高247.63m

＜本数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります＞

黒部川 ダム事業の効果 （宇奈月ダム）
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手取川 ダム事業の効果 （手取川ダム）

位置図

手取川ダム

鶴来観測所

ダムに流れ込む水を貯め、急激な川の増水を抑えました。

■平成３０年７月豪雨では、手取川ダムにおいて最大約８５０m3/sの流入量を観測。
■手取川ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の白山市（鶴来観測所）において水位を約６８cm低減（推測
値）。
■仮にダムが整備されていなければ、避難判断水位※に迫る出水となったことが想定。

※ 住民に対し氾濫発生の危険性についての注意喚起を開始する水位。市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の発表判断の目安となる。
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下流の増水をピーク時で
約700m3/s抑えました。

7/3 23:00 ～ 7/6 7:00
流域総雨量 224.2mm（ダム流域平均）

（7/4） （7/5） （7/6）

手取川の水位の状況 鶴来観測所地点

水防団待機水位： 0.9m

氾濫注意水位： 1.4m

避難判断水位： 2.3m

氾濫危険水位： 3.0m

計画洪水位： 7.4m

約68ｃmの水位低減

実績最高水位： 1.48 m

ダムが無い場合の
想定水位： 2.16 ｍ

【防災操作前】防災操作によって
ダムに貯めた水量

約14,700千m3

手取川ダムの貯水状況 鶴来水位観測所付近
（7/5 18:02頃 水位：0.96m）

【防災操作後】
7/6 6:00頃

鶴来水位観測所

＜本数値は速報値であり、今後の精査により変更する可能性があります＞ 14



河川管理施設等被害（平成30年7月23日12時 時点）

北陸地方整備局管内の国管理河川において、５水系５河川８箇所で河川管理施設等の被害を確認。（７月２３日１２:００時点）
現在、現地調査（施設点検）を継続中。

河川管理施設等被害 ：５水系５河川８箇所（7月23日12:00時点） ※今後の現地調査や被災内容の精査により、変更となる場合があります。

梯川左岸10K付近（小松市） 神通川左岸22.5K付近（富山市）

撮影日2018.7.7 7時00分

15

洗掘
（河岸侵食）

40m 応急対策実施中

その他
（根固工、蛇籠流出）

160m 応急対策実施中

北陸 信濃川
しなのがわ

犀川
さいがわ

松本市
まつもとし

右 80.1

その他
（根固工流出）

200m 応急対策実施中

北陸 信濃川
しなのがわ

犀川
さいがわ

松本市
まつもとし

右 76.3

北陸 信濃川
しなのがわ

犀川
さいがわ

松本市
まつもとし

右 69.0

整備局 水　系 河　川 市町村
地　　　点 被　害　状　況

対　　策　　状　　況
左右岸 KP 状　態  数　量（約）

北陸 神通川
じんづうがわ

神通川
じんづうがわ

富山市
とやまし

左 9.2
洗掘

（河岸侵食）
600m 応急対策完了

北陸 神通川
じんづうがわ

神通川
じんづうがわ

富山
とやま

市
し

左 22.5
洗掘

（堤防欠損）
100m 緊急復旧完了

北陸 庄川
しょうがわ

庄川
しょうがわ

砺波市
となみし

右 21.0
その他

（護岸欠損）
300m 応急対策実施中

北陸 手取川
てどりがわ

手取川
てどりがわ

川北町
かわきたまち

右 6.4
その他

（ふとんかご流失）
応急対策完了

北陸 梯川
かけはしがわ

梯川
かけはしがわ

小松市
こまつし

左 10.0 漏水 1 応急対策完了



神通川 堤防の緊急対策工事 （左岸22.5ｋ：富山市葛原地先）

富山市

富山湾

石川県 富山県

新潟県

長野県

岐阜県
福井県

神
通
川

堤防欠損
L=約100m

神通川

富山市葛原地先

【経 過】
7/6 12時頃 堤防欠損発見

19:10 復旧工事着手 （進入路）
23時頃 増水により一時中止

堤防欠損増破
7/7 7:30    復旧工事再開 （進入路）

17:50     根固めブロック投入 着手
7/9 10:30 根固めブロック投入 完了

16:00 堤防復旧盛土 着手
7/10  19:00 遮水シート 着手

19:40 袋詰玉石据付 着手
7/11    4:00     遮水シート 完了

12:00 堤防復旧盛土 完了
18:30 袋詰玉石据付 完了
18:30 緊急対策工事 完了

撮影日2018.7.8 19時01分

被災状況（増破後）

撮影日2018.7.7 7時00分

被災状況（被災直後）

撮影日2018.7.6 14時00分

緊急復旧内容

【緊急復旧工事進捗状況】
・根固めブロック 432個 / 432個 （完了）
・袋詰玉石 333個 / 333個 （完了）
・遮水シート 800m2 / 800m2 （完了）
・堤防復旧盛土 2,200m3 /  2,200m3 （完了）

7月11日（水） 18時30分現在 （完了）

つ づ は ら
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撮影日2018.7.11 18時30分 完成



国土交通省 北陸地方整備局国土交通省「川の防災情報」
身近な｢雨の状況｣、｢川の水位と危険性｣、｢川の予警報｣などを

リアルタイムでお知らせするウェブサイトです。

パソコンから：http://www.river.go.jp/
スマートフォンから：http://www.river.go.jp/s/

QRコードはこちら

【問い合わせ先】
(気象概要 、 出水概要 及び 水防活動 に関する問い合わせ)
国土交通省 北陸地方整備局 河川部 水災害予報センター

(河川改修事業の効果 に関する問い合わせ)
国土交通省 北陸地方整備局 河川部 河川計画課

(ダム事業の効果 及び 河川管理施設等被害 に関する問い合わせ)
国土交通省 北陸地方整備局 河川部 河川管理課

(緊急対策工事 に関する問い合わせ)
国土交通省 北陸地方整備局 河川部 河川工事課
〒９５０－８８０１ 新潟市中央区美咲町１－１－１
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